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義務教育学校

成田市立下総みどり学園

視察研修報告

平成２９年１１月２９日

Ｈ18 下総町・大栄町が成田市に合併

Ｈ20 学校適正配置調査報告（下総地区4小学校統合を提言）
下総地区住⺠説明会 計2回
各小中学校保護者説明会 計8回
先進地・先進校の視察会

Ｈ22 下総地区長会が統合に対する同意書を提出

下総地区4小学校統合決定

小中連携会議発足（教育委員会事務局内）
小中連携地区説明会

Ｈ23 呉市小中一貫サミット参加

小中連携推進委員会（地域・保護者・学校・事務局）

小中一貫教育校設立決定

Ｈ24 専門部会（５つの部会に各校の教職員が参加）

学校経営部会 教育課程部会 交流指導部会
行事・交流活動部会 地域連携部会

学校のイメージを決定

Ｈ26 下総みどり学園 開校

Ｈ29 義務教育学校へ移行

開校までの道のり開校までの道のり開校までの道のり開校までの道のり

ICTkanri
タイプライターテキスト
資料１-１

ICTkanri
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ICTkanri
長方形
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施施施施 設設設設

■旧下総中学校に統合した小学校を設置

■新校舎の小学校棟は，中学校に連結して建設

■下総中学校グラウンドは，隣接敷地に拡張

学区・通学学区・通学学区・通学学区・通学

■下総地区（学区）の中央に位置

■６系統のスクールバスを使い，１年生から６年

生までの通学を補助（徒歩通学：10名未満）

■登下校２便ずつ

■７年生以上は，自転車通学
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特徴①特徴①特徴①特徴①

■施設一体型

■９年間同一の指導体制

自然に子供たちの交流が生まれる

（具体例）

１年生～９年生（いわゆる中学３年生）までの縦割り班

で清掃活動を実施など

⇒子供たちの交わりのスクラムが９年に伸び

ている。

⇒下総みどり学園卒の高校生が２，３年生に

声をかけていたりする。

⇒地域との繋がりが非常に強くなっている。

特徴②特徴②特徴②特徴②

■ブロック制 （４－３－２制）

前期ブロック（４）：１～４年生

中期ブロック（３）：５～７年生

後期ブロック（２）：８～９年生

○それぞれブロック長を指名し，ブロック単位での活動

を中心に教育課程を運営（日頃からリーダーとして育てる）

○各ブロック毎の行事を実施

（各ブロックを締めくくる行事についても開催）

制度上

前期課程

（いわゆる小学校部分）

後期課程

（いわゆる中学校部分）

ブロック 前期ブロック 中期ブロック 後期ブロック

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年
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（具体例）

前期ブロック

１年生を迎える会，就学時健康診断

１／２成人式※

中期ブロック

５年・７年合同宿泊行事

立志式※

後期ブロック

学園全体のリーダーとして様々な行事で活躍

卒業式※

※各ブロックの締めくくりの行事

特徴③特徴③特徴③特徴③

■授業時間の違い

１～４年生

前期ブロック

５～９年生

中期ブロック

後期ブロック

⇒朝と昼以外はノー

チャイム

⇒子供たちが時計を

見るようになった。

：４５分授業

：５０分授業

（具体例）
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特徴④特徴④特徴④特徴④

■５年生からの教科担任制

○小学校の担任交換や専科教員（中学校の教科免許

を持った教員）による授業の実施

○５年生から定期試験（中間・期末等）を実施

⇒専門的な教員が教えるため，学力的に非常に効果を

あげている。

（具体例）

特徴⑤特徴⑤特徴⑤特徴⑤

■異学年交流

上級生と下級生が学び合う場面を多く取り入れている。

（具体例）

○縦割班による清掃【全校】

○縦割班による遠足【全校】

○体育祭【全校】

○部活動【５～９】

○音楽祭【５～９】

○４年生に８年生が本を紹介【４・８】

など
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特徴⑥特徴⑥特徴⑥特徴⑥

■地域との絆

児童生徒の成長を家庭，学校，地域が一体となって

見守る。

（具体例）

○リサイクル活動

（地域，生徒，ＰＴＡが一緒に年４回実施）

⇒卒業生が多く参加

○下総地区の建設業協会が協力

（足りない備品の作成や体育祭の入場門作成,撤去等）

○地区の祭りや敬老会に参加


























